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8)林 基治 ･大島 措く1987):サル大脳皮質
機能部位円GAD,ChAT 活性の分布と個体
発生｡第64回日本生理学会,千葉｡



























竹中 修 ･景山 節 ･中村 伸･石田貴文 ･
浅岡一雄D
研究柾要
1)スラウェシマカクの起源と進化
竹中 修 ･下元美佳2)
インドネシア国スラウェシ(セレベス)島のマ
カカ屈サルの起源と進化を明らかにすることを目
的とし,1986年7-8月現地調査を行った｡この
調査は多くの研究分野からの総合調査として企画
したものであるが,その一環としてヘモグロビン
の構造比較を試みた｡同島の7種のサルの代表的
な分子型を決定し,そのβ鎖の構造解析は終了し
たのに続きα鎖の構造を決定している｡
2)霊長類.)ンパ球抗原に対するモノクローナ
ル抗体の作製
村山裕-0･竹中 修
こホンザルのT)ンパ球に対するモノクローナル
抗体を作製しその特異性を調べた｡今回新たに,
単球 ･マクロファージを認識するUM-1,ニホン
ザル汎T細胞抗原(CD3)を認識するU-4,T
サブセットを認識するU-6などのモノクローナ
ル抗体を得た｡またSTLV顧性,HGPRT欠択ニ
ホンザル細胞株との混合培養により各種詔長類由
来のリンパ芽球様細胞株を樹立した｡そのうちカ
ニクイザル由来の細胞株はU-5陽性でK562に
対してNK活性を示すことを明らかにした｡
3) カニクイザル ･αグロビン退伝子の構造の
竹中晃ヂ.竹中 修
カニクイザル ･ヘモグロビンのaグロビン冶伝
子の構造をサザンブロッティング法により検討し
た｡その結果,aグロビン退伝子は重役あるいは
三重複しており,個体によって重複のホモ(6/9),
塁複と三重複のヘテロ(2/9),三塁複のホモ
(1/9)が存続することが明らかとなった｡さら
1)教務職員, 2)技術補佐員, 8)大学院生
4)植田信太郎(東大 ･理)との共同研究｡
5)研修員
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